
Title 地代と穀価
Sub Title
Author 増井, 幸雄

Publisher 三田学会
Publication year 1914

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.8, No.5 (1914. 6) ,p.574(68)- 590(84) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19140601-

0068

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ソ
六
八
'
_

地

代

が

：生

產

费

に

入

6

穀
價
の
構
成
部
分
と
な
る
場
合 

於
あ
る
.
i
云
は
'ね
：ぱ
な
ら
fe

と1;

ム
は
れ
^

(

國
家
學
會 

雜
誌
歡
一1

十
卷
第
六
號
ゝ「

地
代
は
全
然
生
産
費U

含
菩 

.せ

.ら
^

^
る
#」

)

0
.兹
.に
於
<

/;
>

予
«
«
5
5
:
.
を
起
.

3

 ̂

る
を
得
なS

、

リ
ヵ
ー
ド
r

は
果
し
て
誤
^

'

や̂
、
ミ
ル 

，の
云
ふ
所
は
當
れ
や
、
將
祀
叉
山
崎
傅
士
の
所
論
は 

全
然
疋
搞
を
得
て
リ
ヵ■丨
ド

f

の
地
代
論
を
'破
6

得
セ 

6

:や
又
假
令
之
を
破
ろ
得
梦
と
す
る
？
其
は
別
個
の
'方 

面
に
於
て
何
等
;)
>
の
意
義
を
有
す
る
名
の
に
は
あ
ら
次 

る
か
.と
。
予
は
此
の
疑
問
を
懷

s
.
V

其
の
解
決
を
求
め 

杧
け
れ
ど
％
寡
聞
に
し
て
未
だ
之
に
關
す
る
大
家
の
高 

見
に
接
す
る
1C
.
至
‘&
な5

、

而
名
疑
岡
を
何
槠
ま
で?
 

疑
問
と
し
ズ
置
く
こ
と
は
予
の
欲
す
る
所
で
な
い

。

て 

れ
予
舣
、
自
己
の
蒙
を
啓
か
む
が
女
：

§

に
、
韮
才
自
ら 

揣
ら
岁
、
敢V

大
膽
な
る
私
見
を
陳
ベ
てA
力
の
叱
芘 

を
£

«
む
と
す
る
所
以
で
ぁ
る
。

▲

I

四雜錄

 

J 

—

ゴ

'
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地

,

4

_
傳

：
：

■

.

.

■

增
井
.

幸
雄

.

-

.

.

:

「

地

代

は

生

產

費

の

中

に

入

る

や

否

や

、

其

の

®

減

は
 

穀

價

に

影

響

す

る

や

杏

や

」

と

は

地

代

論

に

於

て

常

に
 

論

せ

ら

る
V
所

•の
.
問

題

で

あ

る

。
リ

’
ガ

：リ

ド

丨

«

、
地

代
 

は

生

產

費

の

中

ぺ

は

入

ら

な

い
、
穀

物

代

價

の

構

成

部
 

分

と

は

な

ら

なS

、

否

構

成

部

分

と

は

成6
得

なs

の
 

で

&
る

と

云

つ
^

(
p
r
i
n
c
i
-
p
^
s

 o
「
p
o
l
.
E
c
o
n
*

 

a
n
d

 T
a
-

 
x
a
t
i
o
n
.
d
l
'
I
L
o

ミ

ル

は

、

假

令

地

主

舣

1

齊

U

地

代
 

を

兔

除

す

る

乙

と

あ

る

名

爲

に

穀

價

の

下

^
を

來

す

g

の

^
4
な

い

と

云

つ
^

f P
r
i
n
c
i
p
l
e
s

 of 

p
o】

.
£
o
o
n
.
c
h
v

V
.
)

。
然
る
に
山
俯
傅
士
»
、.她
代
の
引
下
は
穀
價
を
下 

落
せ
し
め
なS

げ
れ
ど
名
其
の
引
上
は
之
を
騰
貴
せ
し 

む
る
か
ら
、
地
代
は
金
然
生
產®

の
中
へ
.入
ら
ぬ
代
價 

の
構
成
部
分
と
な
ら
ぬ
と«.
云
ふ
t

と
於
出
來
な
い
、

P; K き，，:.，
く1し: 'r :•ハバぶ、ベ 茨 ミ ，

先
、つy

力
ー 
^

—

及
沈
其
の
/»
«•
«

か
、
J1

代
は
生
#'
, 

费
中
に
入
.

ら
ぬ
、
代
價
中
に
入
ら
ぬi
s

ふ
結
論
に
達 

す
る
筋
道
を.
述
べ
、
其
の'
眞
意
を
尋
ね
、
以v

其
の
誤 

れ
る
や
杏
や
を
見
よ
ぅ
。
.
a)
t:

左
の
通
6

で
あ
る
。

(

一)

土
地
に
は
1

度
の
差̂

ぁ
る
か
ら一

忠
の
®

用 

よ
6

:

生
1̂

る
收
權
に̂
>

差
を
生
少
る
、
又

位
.ft

の
、相
違 

%
.

 

ら
豐
度
の
等
しs

 

土
地
で
g

距
離
の
遠
近
や 

交
通
の
便
否
に
よ
つ<■
市
場
べ
の
運
搬
费
に
相
違
を
生 

b

從
つv

純
收
雜
に
相
違
を
來
す
。
故
に
榖
物
に
對
す 

る 

一
.®

需
要
を
究
3

む
が
爲
に
は
先
づ
豐
度
救
に
位#
 

の
南
方
面
か
ら
見V

最
名
有
利
な
る
土
地
於
餅
作
せら 

れ

る
-°
0

1)

然
る
に
穀
物
の
需
要
增
加
に
應
匕
て
供
給 

を
增
加
せ
し
め0

似
爲
に
勞
働
及
資
本
を
投
匕
'て
耕
作 

を
集
約
的
な
ら
し
む
る
と
き
は
遂
に
は
收
雜
遞
減
の
法 

則
の
作
用
に
觸
れ
る
し
、
此
の
法
則
め
，作
用
が
ら
觅
れ 

む
i

欲
^

V

餅
作
を
他
の
新
な
る
土
地
に
擴
張
し
て
行
. 

け
ば
，位
置
や
豐
度
は̂
^

に
な
る
。
故
に
何
れ
の
方
法 

r-
i

.

る
名
、
穀
物
：の
供
输
を
增
艺
む
と
欲
す
る
t

i

多

く
'̂
^

Q
tc

從
っ
て
.
.

一

定
の
費
厢
ょ6

得
ら
れ
る
收
獲̂. 

益
々
減̂

す
る
、
換
言
す
れ
ば
费
用
は
遞
次
增
加
す
る
、 

而
じ
<

'

全
供
®

額
中
の
最
後
のj

車
位
は
最
3

多
額
の 

费
用
を
襄
す
る
。
、
三
}
'
所
で
若
し
代
價
に
し
て
此
の 

最
高
费
用
を
償
ふ
の
程
度
に
達
し
な
い
と
す
れ
ば
斯
る 

最
高
1

用
を
製
す
る
劍
分.
1
5
.市
場
か
，ら
退
き
供
給
»
不 

il
l

と
な
る
や
ら
し
て(

代
價
は
遥
非
と
名
最
高
费
用
を 

償

の
ff
i

ff
i

u

Jt

求
ら
な
く y

は
な
ら
&

o

卽
t

穀
價 

は
全
供
給̂

に
於
け
る
最
高
費
用̂

ょ
つ
て
«

ま
る)

: 

(

四

)

然
る
に
曾
な
る
土
地
に
喪
す
る
費
用
は
右
の
：最 

高
費
用
ょ
-

^P

無
論
少S

に
名
拘
ら
幸
代
®
は
同
一
で 

為
る
か
ら
、
最
萵
費
用
で
定
ま
る
所
の
代
價
と
此
の
#

 

用
と
の
胄
_

に
||

何
や
の
：差
額
を
生
チ
るo
此
の
罾
|1

は 

卽
ち
優
良
な
る±

地
，の
*

代
で
あ
る
。
而
し
て
_儀
高
费 

用
を
要
し
杧
土
地
に«

斯
ゐ
差
額
は
，なs

か
ら
從
.つV

 

叉
地
代
は
な
.

S

。

(

五
.

)

旣
に
地
代
«'

代
價
と
费
用
と
.の 

差
額
で
あ
：るt

ず
れ
®

、
.

地
代
は
費
用
の
，中
：へ
は
入
ら 

なi

、
‘

從
つ
て
Is
ff
i

を
®

/;
>

ら
し
む
ふ
の
原®
 

A

昧
な\



ら

な

い

と

。

リ

カ

ー

ド

ー

の

地

代

說

な

る

ぢ

の

は

大

體
 

於

^
の

如

.き

の

^
あ

る

。

妓
に
费
用
と
は
一
般
の
费
用
の
意
味
や
は
な
く
し
て
最 

高
费
用
の
意
味
で
あ
る
と
云
分
名
の
-

於
あ
る
。
蓥
し
リ 

力
ー
ド
ー
.

，r-
l

身

の

云
F̂

に
ょ
が̂

「

Ik

價
を
左
右
i

 

る
名
の
.

は
最
大
の
勞
働(

費
用)
を
费
しy

生
産
せ
ら
れ 

杧
る
部
分
.

の
穀
物
な
るS

故

U
、

她
代
は
穀
價
の
構
成 

部
分
と
は
な
ら«

ぃ
、
否
、
な6

得
なs
の
で
あ
る」 

(
p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
;

 

A
s
h
l
e
y

パ

s

 

E
d
.

 

p
.
6
3
.
)

と
あ
る
か
ら
、
其
の 

意
は
卽
ち
、
榖
價
は
最
高
费
用
で
觉
ま
る
、
然
る
に
最
高 

费
用
を
毁
し̂

名
の
.

に
»

地
代
は
な
ぃ
、
故
に
地
代
は 

最
高
费
用
中
！

i

入
ら
•

ぬ
、
と
云
ふu

外
な
ら
な
.
s

i

解 

し
ft

名
の
で
あ
ら
ぅ
。
を
乙
で
地
代
於
生
產
«
中
に
入 

ら
.

ぬ
と
云
ふ
の
は
、
地
代
は
代
價
を
決
定
す
る
所
の

(

最 

高)

生
產t

f
p
r
i
c
c
-
d
e
t
c
r
m
i
n
k
l

aQc
o
s
t

 

o

f 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
)

 

中
に
入
ら
&

と

S

ふ
こ
と
だ
i

M

釋
し
て
届
る
。
思
ふ 

に
此
1

:

に
於
て
云
ダ
な
ら
ば
、
地
代
舣
生
產
费
中
に 

入
ら̂
:
'

S

と
ぃ
ふ
こ
と
名
、
此
の
生
產«

を
要
し
^
る

部
分
の
穀
物
の
代
價
中
に
地
代
の
入
ら
な
s

i

 S

ふ
こ 

I

d

否
、
地
代
が
其
の
中
亡
合
ま
れ
て
居
な
い
と
か 

ふ
こ
と
す
ら
？
、
何
等
の
說
明
を
要
し
な

S

自
明
の
理 

一
で
あ
る
。
然
し
な
於
ら
费
用
を
ば
最
高
®

用
i

解
せ
少
、 

代
價
を
ば
最
高
費
用
を
耍
し
杧
る
部
分
の
代
價
と
解
せ
. 

|

ず
、
そ
れ
>

^

の
土
地
に
耍
し
杧
る
費
用
、
そ
れ-
^

.

の
部
分
に
就V

の
代
價
入
勿
論
分
量
は
同
一
‘で
あ
っ
て 

其
の
差
は
單
に
觀
念
上
の
差
の
み
に
止
欢
る
财

)

.

i

解 

す
る
と̂

P
、

差
支
は
なS

。

地
代
は
或
る
土
地
に 

.

要
す
る
費
用
と
、
之
を
費
し
て#

杧
る
代
價
と
の
.差
額 

で
あ
る
か
ら
、
地
代
舣
费
用
以
外
に
立
つ
て
居
る
こ
と 

.

は
明
於
や
あ
る
。

(

尤
ず
地
代
ば
代
價
中
に
合
ま
れ
て
は 

居
.

る
、
け
れ
ど
？
其
の
代
價
中
に
含
ま
れ
て
届
る
理
由 

I

に
至
つ
て
»
、
勞
銀
や
刺
子
の
含
ま
れ
て
居
る
の
と
は 

■

全
く
龈
を
異
に
し-<
居
る
。
勞
銀
や
利
子
は
始
め
於
ら 

償
は
る
べ
き
费
用
のi

項
目
と
し
て
'積
極
的
に
悪
求
せ 

ら
れ
代
價
の
ー
部
を
組
み
立
つ
夂
、
©

ち
代
«
の
中
に 

.

入
6

込
ん
だ
の
で
あ
る
於
、
地
代
は
斯
ぐ
し
て
龃
み
立

、ベて:マグ巧ぼミ— ^

て
ら
作
^

?
の
以
上
に
代
價S

膨
脹
し
允
と
き
始
め
て 

發
生
す
る
の
で
あ
る
。
地
代
は
代
價
の
中
へ
#
用
と
し 

て
入
つ
^
の
で
は
な
く
し
て
ヽ
代
價
の
中
於
ら
生
れ
出 

^

の
で
あ
る
,°)

を
れ
故
に
费
用
及
び
代
價e
ば
將
殊
の 

名
の
に
限
る
と
斷
は
る
の
必
喪
は
な
い
、m
tc

费
用
及 

ぴ
代
潰
とs

ふ
の
み
で
足
る
の
で
あ
る
。

さ

て

之

れ

/;
>
ら

リ

力

1
.
VK

-

替
の
へ
所

^
を

横

/P
ら

見

<

其
の
眞
意
の
存
す
る
所
を
尋
ね
ょ
ぅi

す
る
の
で
あ
る 

、、/p
、
そ
れ
に
當
つ
<

最
3

重
耍
な
'6

と
は
、
有
の
所|§ 

は
推
論
を
她
代
の
發
生
增
加
と

S

办
所
で
丘
め<

届
る 

代
價
騰
貴
とS

ふ
地
點
を
通
過
し
地
代
發
生
增
加
と
い 

ふ
地
點
に
達
し
てJh
t

つ
て
居
る
と
い
ふ
乙
と
を
看
過 

し
て
は
な
ら
ぬ
、i
s

ふ
こ
と
卽
ち
楚
作
で
あ
る
。
此 

の
點
を
看
過
す
る
と
其
の
結
果
は
頗
る
®
大
令
あ
る
。 

プ
ー
フ
ッ
グ
ス
は
リ
ヵ
ド
ー
說
の
眞
意:̂6

と
し
て
次
の 

如
く
に
云
つ
て
居
る
。

『

生
産
物
に
對
す
る
需
要
增
加
す 

る
と
き
は
劣
等
地
の
#
#
を
必
喪
な
ら
し
む
る
に
至
S

 

の
で
あ
る
'

其
の
玆
に
茧
る
は
需
要
谓
加
に
應
せ
む

五
七
七

雜

錄

於
爲
め
p

$

て
、
決
し
て
優a

地
に
地
代
支
拂
の
必 

S

あ
る
M

爲
め
や
は
なS

。

優

.̂

地
に
地
代
を
支
拂；5

 

得
る
は
#

作
を
劣
惡
地
嗦
で
獷
.張
す
る
の
必
喪
あ
々
し 

結
果
で
あ
つ
<

、

^

し
<

斯
る
行
動
を
起̂

し
む
る
の 

原
因
允
る
冬
の
で
は
なS

。
需
要
の
if

加
す
る
限
6

は
、 

劣
地
耕
作
®
集
約
耕
作
に
ょ
る
费
用
爾
加
，(

爾
井
日
く
、 

從
つV

'

代
價
騰
貴)

 

'は
必
至
：の
勢
で
あ
る
。

「

地
代
.

は
生
’ 

產
费
に
A

ら
岁」

と
は
此
0

意
味
で
あ
る』

と

(
F
I
U
X
—

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
*

P

.

I

I-O)

 

o

--
'
n予
の
考
へ
方
名
大 

«

之
i

筋
道
を
同̂

ぅ

し

て

届

る

。

サ

ヵ

ー

ド

ー

の

眞 

意
は
、.
需
喪
增
她
に
應b

て
供
給
を
僧3

む
が
爲
め
t

 

は
費
用
於
if

加
す
る&

ら
、' 
代
價
於
此
の
费
用
を
償
ふ 

の
程
度
に
達
し
な
け
れ
ば
供
紛
は
增
さ
れ
な
い
、'«
價 

騰
貴
しv

始
め
て
供
給
の
增
加
を
見
る、

&

く
し
て
玆 

に
她
代
於
發
生
し
增
加
ず
る
ヽ
代
價BI貴
せ̂

し
v

tt 

地
代
は
發
生
せ
梦
增
加
せ
ず
、
と
か
ぅ
沄
ふ
所
t

あ
る
。 

卽
ち
此
の
理
驗
は
如
何
に
し
て
地
代
於
發
生
し
增
加
す 

•

る
や
とS

分
順
序
經
過
を
示
し
把
？
の
で
あ
る
。
發
.生

.

七1

Iilf

I



:

てT
s

五

七

八

‘雜 

錄

の
順
淨
於
ら
云
へ
ば
、
代
價
先
づ
騰
蚩
し
て
地
代
を
生 

ふy
々
の
で
決
しV

地
代
あ
6

V
代
價S

騰
貴
す
る
の
で 

は
なs

。

：代
«

於
ら

出

發

し
て

地
«

亡
達
ず
る
，の
で
あ

る

/;
•
>ら
、
リ

力

！

、；
£

-
に

と

つV
.

は

代

價

は

地

代

のS

ま
石
以
前
に
於
て
旣1C
定
ま
つ
て
届
る
、
逆
に
地
代
の 

有
無
大
小
料
代
價
に
影
響
し
ょ
ぅ
が
な

S

の
で
あ
る
。 

地
代
と
代
價
と
の
問
に
は
地
代
對
代
價
と
代
價
對
地
代 

i

0

>

〗

つ
の
關
係
'が
あ
6
得
•る
の
で
あ
る
、が
、
今

リ

ヵ
 

丨

ド

ー
の
极
分
所
の
名
の
，は
後
者
の
み
で
あ
つ
て
前
者.
 

に
及
ば
なS

の
で
あ
る
。
論
_
.§
'

施
顧
《
代
價
れ
ん
« 

代
€

^
1?
に
向
フ
て
走
つ
ズ
居
る
の
令
、
逆u
»
代
か 

ら
代
價
に
向
つ<
居

る

-の

，

於

■

、
$

る

所

は

代
 

價
め
窗
低
は
地
代
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
や
に
あ 

る
の
で
あ
つ
て
、
逆
に
地
代
の
有
無
大
小
は
代
價
に
如 

何
な
.る
影
響
を
及
ぼ
す
やi

s
ふ
於
如
き
己
と
は
毫
？ 

考
へ
て
居
なS

、

否
、
發
生
の
順
序
を
考
へ
て
届
る
.限 

6
は
斯
る
こ
と
は
考
へ
得
ら
れ
な
いの

で
あ
る

？

地
代 

は
代
價
變
動
の
結
果
と
し<
始
沁
<
變
動
す
る
、
地
代

七
ニ

が
變
動
し
杧
と
す
れ
ば
そ
れ
以
前
に
於
て
旣
に
代
價
は 

變

動

し

て

居

る

。

サ

ヵ

ー

ド

ー

に

と

つ

.

<■
は

她

代

は

代 

價
變
®

以
前
に
變
動
ず
る
こi

は
なS

の
で
あ
る
。
敌 

に
若
し
之
と
反
對
の
筋
道
を
難
つ

V

先
づ
地
代
の
變
動 

を
前
提
し
、
而
し
て
地
«

の
引
±

は
代
價
を
^
貴
せ
し 

め
る
i

 s

ふ
結
論
を
提
げ
て
リ,

丨
ド
ー
に
立
ち
向a
 

地
代
は
代
價
を
騰
貴
せ
し
此
岁
と

s

ふ
論
は
誤
つ
て
居 

る
と
論
岁
る
な
ら
ば.
、
彼
は
恐
'ら
く
其
は
立
脚
地
の
相 

違
の
み
i

:̂
.

ふ̂

あ
ら
ぅ
i

思
ふ
。

要
之
、
予
は
リ
ヵ
ー
ド
ー
が
、
地
代
は
生
產
費
に
入
ら 

ず
代
價
を
高6

め
す
.

と
云
：っ
お.
の
は
、
现
在
の
代
價i
 

地
代
と
の
厕
係
を
論4
_

#

名
の
で
、’
地
代
の
大
小
ば_
 

U
.

定
ま

れ

る

代
®

の
如
何
に
よ
つV

定
ま
る
-

s
p

の
な
る 

が
故
に
、
代
谭
こ

.
そ

地
代
を
動
れ
す
の力
あ

れ

、
逆
に 

地
代
に
代
價
を
動
於
す
の
カ
あ
る
己
と
な
し
、
i

の
意 

味
で

あ

る

と

解
す
る

名
の
で
あ

る
。
若
し
此
の
解
釋
に 

し
て
誤
®

し
と
す
れ
ば
、
彼0

云
ふ
所
に
は
毫
名
間
違 

つ
お
所
は
な.
：

S
、

否
，:
當
然
_

明
0

理
0

み
" 

'從
つ
-<

'■娜调

ぎ

ル

財

、

「

假

令

地

主

、が

地

代

を

：免

除

す

る

と

g
穀

價

に
' .

. 

影
響
す
る
所
な
し」

(
p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
"

 

A
s
h
l
e
y
-
S

 

E
d
,

 

p
.

••
t
v
.
7
3

)

 

i

s

つ
^
の
名

此

意
味
に
於
<
し
允
ので
あ

る
A

 

す
れ
ば
、
是
亦
正.
し
い
說
明
で
あ
る0

併
し
な
&

ら

フ

|

 

地
代
は
全
然®

を
動
か
す
の
力
な
き
や'

地
代&

將 

來
の
代
價
に
及
ぼ
す
影
響
如
何
と
，

S

ふ
問
題
に
至
つ
て 

は
、
リ
ヵ
！.ド

.
-

の
未
だ
論
せ
次
ち
し
別
個
の
問
題
に
一ン
 

M

す
る
。
從
つ
<
ミ
ル
好
若
し
此
の
意
味
に
於
て
右
の 

如
く
云
つ
^
の
であ
る

と

す
る
な
ら
ば
、
其
の
別
個
獨 

立
め
議
論
と
し
ての
價
値
如
何
は
速
に角
と

し
て
、
初 

め
か
ら
リ
ヵ
I

ド
I

說
の
說
明
註
釋i

は
な
ら
なS

。

 

\ 

叉
山
觭
傅
士
が
ミ
ル
の
說
は
半
面
の
.

眞
理
の
み
、
他
の 

半
面
に
は
搬
代
の
引
上
が
代
價
の
騰
貴
を
來
す
場
合
あ 

6

と
云
は
れ
て
、
以
て
リ
氏
說
を
壞
さ
ぅ
と
か
y

つ
it 

の
.̂

同
ヒ
く
見
當
が
外
れ<

居
る
。
そ
は
リ
氏
の
未
だ\ 

論
せ̂

0

6

し
方
面
に
gs

す 
'る
&

個
の
識
論
で
あ
っ
て
、 

リ
氏
說
に
向
つ
て
は
何
等
の‘打
擊
を
ぢ
與
へ
て
届
なS 

然
し
な
於
ら
博
士
の
所®

は

會

々

不

用

意

の

間

に

リ

氏

'一

.

歡
に
對
す
る
補
充
諭
と
な.つ
<

居

る

，。

予

は

此

の

•意

味 

に

於

ず1#
士
0

所
論
5:
-

尊
|

ず
る
。(

伹
し
其
の
內
容
に 

就
•
て
tt

今
直
ち
に
全
然
養
同
す
るi
 S

ふ
t

と
は
出
來 

兼
ね
&

.

;°
'

地
代
4

代
價
と
の
.
間
に
存
す
る
關
係
の
、

一

面
^

る
、
代 

價
の
地
代
に
及
ぼ
す
影
響
如
何
と
い
ふ
；己
と
は
、
リ
ヵ 

丨
ド

I

の
地
代
論
に
ょ
つ
て
‘正
し
く
說
朔
せ
ら
れ
て
届 

る
。
而
か
し
て
他
の
一
面
杧
る
、
地
代
の
.
^
^
に
^

ぼ 

す
影
響
如
何
と
い分

こ
i

r .
«

<

は
11
1

»

傅
士
の
所
說 

が
ぁ
る
。
予
»

以
：下
項
5:
:
-

改
め
て
博
士
の
所
説
を
^
か 

し
併
せ
て
私
見
述
べ
て
見

^

い
と
思
夯
。
.

地
代
の
榖
價
に
及
ぼ
ず
影
響
に
就
て
は
山
崎
it

士
は
次■ 

の
如
く
云
つv

届
ら
れ
る
。

: 

i
f

リ
カ
ル
ド
ー0

地
代
論̂

說
く
所
_

は
.

.
• 

• 

•

.

;

. 
•大 

體
に
於
て
之
を
承
認
せ
^
る
べ
於
ら
-

^

i

雖
名
、
地 

代

取

榖

物

：の

價

格

に

影

響

を

及

ぽ

す

t

と

絕

無

な6



と
い
ふ
こ
と
を
得
る
や
、
余
は
地
代
が
生
產
残
に
合 

薔
せ
ら
れ
從
つV

穀
物
の
價
格
を
左
右
す
る
場
合
亦 

存
在
す
る
こ
と
を
信
少
る
名
の
な-
^

。

..

例
へ
ぱ
玆
に一

小
島
ぁ
ぅ
、
金
島
の
土
地

1

人
の
所 

有
に
觸
す
る
に
當6

、
其
の
所
苻
者
舣
地
代
を
引
上 

げ
fc

る
場
合
を
想
像.
せ
ん
に
、
地
代
.の
引
上
前
に
於 

<

は
米
1

俵
の
價
格
五
圆
に
し
て
二
農
夫
が
之
を
生 

產
す
るU

要
す
る
费
用
四
圓
九
十
錢
な6

し
に
、
.地 

代
引
上
の
.

爲
に
此
费
用
五
圓
十
錢
と
な
ら
ん
か
、
此 

農
夫
は
报
失
を
忍
ん
で
長
く
耕
作
を
な
さ
^
る
べ
き 

を
以
て
之
を
地
主
に
返
還
し
、
地
主
亦
自
ら
此
地
に 

米
を
作
ら̂

る
べ
き
な
6

、
If
f

か
.

し
て
此
の
.

如
き̂
 

合
少
な&

ら
次
る
に
於
て
'は
全
島
の
来
の
産
額
減
少 

し
て
其
價
格̂

^

)1

貴
す
ベ
く
、
t

^

®

ち

地

代

の 

引

上

财

原

因

と

な

み

て

米

價

を

動

か

し

.^
る

名

の

に 

ぁ

ら̂

し

V

何

ぞ

や

。
：

，
.
:

.

.

.
地

主

が

地

代

を

拋 

棄
す
石
名
穀
物
の
價
格
を
し
て
低
廉
な
ら
し
め
^
る 

r

i
は「

リ
カ
ル
ド
I

s
マ
ル
サ
ス
等
數
多
の
學
者

の
：唱

ふ'る
所
に
し
て
其
理
由
明
白
な
作
ど
？
、

-

地
代 

を〕

5|

上
げ
*

る
.

場
合
»

少
し
く
異
な
る
所
あ
る
を
忘 

る
ベ
か
ら
ず』

と

(

國
家
學
#

«

誌I

一
 

十
卷
六
號
四—

.

五

茛)

し

之

u
:

ょ
つ
<

見

れ

ば

傅

.士

は

土

地

贷

借

の

場

合

に

於

け 

る
地
代
卽
ち
吾
人
の
所
謂
契
約
地
代

(

次
項
參
照)

に
就 

<

論
せ
ら
れ̂

名
の
で
、
.
地
代
は
穀
價
に
影
響
す
る
場 

合
と
し
なS

場
_

*

.

る
、
：地
代
の
免
除
は
穀
價
に
影 

響
せ
卞
，、
之
於
下
落
を
來
^
し
め
な
い
け
れ
ど
洛
池
代 

の
引
上
は
之
に
影*

し
其
の
騰
赏
を
來
^
し
め
る
と
云 

つ
て
届
ら
れ.
る
の
で
あ
る
。
地
代
の
引
下
に
就
て
は
別 

1C

何
と
名
云
：つ
て
なS

か
ら
其
の
眞
意.
の
.

程
は
分
6

難 

S

け
れ
ど
名
、
引
下i

免

除

と

の

.差

は

僅

か

に

程

度

の 

差
に
外
な
ら
なS

の
^

$>

つ
て
、
旣
に
引
下
の
極
鐵
把 

る
免
除
の
場
合
に
す
ら
榖
價
に
影
響
し
な
い
と
云
つ
て 

届
ら
れ
る
位
だ
/r

ら
、
引
下
の
場
#
に
は
無
論
影
馨
し 

な
い
と
考
べ
て
居
ら
れ
る
名
の
七
解
し
て
差
支
あ
る
4

 

S

と

热

ふ

0 

•

地
代
の
變

動

と

云
へ
ば
、

(

ご

今

咬

で
«

が
6

し
地
代 

の
支
拂
を
新
に
樊
約
す
る
場
合

(

ニ)

從
來
ょ
6

?
地
代 

を
引
き
上
ぐ
る
場
合(

三)

從
來
ょ
6
名

灿

代
を
引
下
t
 

る
場
合
及
び(

四)

從
來
支
拂
ひ
來
6

じ
地
代
を
免
除
す 

る

場
合
の
四
つ
を
考
へ
る
こ
と
、

S

出
來
る
似
、

(

一)

は 

(

ニ)

の

中

に

舍
め(

四

)

は

-O
'
5

の
中
に
舍
め
る

t

と
於 

出
來
る&

ら
、
予
t
t地
代
引
上
の
場
合
と
地
代
引
下
の 

場
合
と
に
分
け
<
其
の«g
f«
IP
-
及
ぼ
す
影
響
如
何
を
見. 

fc
s

。
傅
士
の
云
は
る
、
如
く
地
代
の
別
上
は
代
價
を 

il
貴
せ
し
0
る

名

其

の
引
下
叉
脉
免
除
は
代
價
を
下
落 

せ

し

-む

る

乙

と

な

き

？

の

な6
や

。

予
は
地
代
引
上
の 

影
響
に
就
て
は
1«

士
と
見
を
同
1:
.
ぅ
す
る
？
、
其
の
引 

下
の
結
果
に
就
て
は
遺
慽
な'が
ら
兑
ゐ
所
を
異
，に
し
て 

居

る

、
卽
ち
地
代
の
引
上、紙
穀
價
を
騰
貴
せ
しむ

る
と 

同
匕
く
其
の
引
下
は
叉
穀
價
を
下
落
せ
し
め雪

の
と 

思
つy

居

る

の
で
あ
る
。
以
下
之
を
述
べ
ょ
ぅ
。

.

逬
八.：1

予

は

代

價

^

及

ぼ

す

地

代

の

影

響

に

關

す

る

私

見

を

述 

ベ

る

に
先
つ
て
、
議
論
を
進
め
る
上
に
於
て
必
要
な
る 

1

.1
1

の
分
類
を
本
項1C
.

於
て
述
べ
よ
ぅ0 

(

第
一1

自
然
地
代
と
契
約
地
代 

土
地
の
利
用
方
法、
' 

從
つ
て
之
れ
に
對
す
る
の
報
酬
把
，
 

る
地
代
の
收
得
方
法
を
標
準
と
し
<
分
る
と
き
は
地
代 

に
二
種
：の
區
別
を
生*
.

る
、'
一
 

は
地
主
自
ら
所
有
土
地 

を
利
用
し
自
ら
地
代
を
收
得
ず
る
場
合
で
、
他
は
地
主
. 

财
他
人
に
土
地
を
貸
與
し
之
に»

す

る

報

.酬

と

し

て

地 

代
を
受
取
る
場
合-%
あ
る
。
地
由S

自
ら
土
地
を
制
作 

す
る
場
合
に
«

地
#:

の
有
無
^
小
は
分
酣
の_

M

に
よ 

つ
て

®

t

る

、

換
言
す
れ
ば
生
産
物
の
中
に
て
土
地
の 

貢
獻
に

對
す
る

部
酬
i

n

め
ら
：
ベ
き
部
分
似
あ
れ
ば 

を
れ
が
營
然
其
の
嫌
代
办
な
る
。
之

y

反

し

■
て
地
主 

於
土
地
を
他
人
に
貸
與
し
杧
場
合
に
は
地
代
の
有
無
大 

小
は
一
に
貸
、偕
雨
當
事

：

者
間
の
契
約
に
よ
つ
で
定
ま
る 

予
は
前
者̂

自
然
地
代
と
呼̂

、

後
者
を̂

約
»
代
ど 

名
け
ふ
。



命
命

0

然
地
«

卽
は
1

當
然
地
主
の
手
に
入
る
べ
き
分
景
と 

W
*'

し
て
幾
何
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
生
産
の
結
果^ 

る
總
收
雜
の
中
か
ら
之
妒
生
產
に
役
入
し
杧
る
寶
本
元 

本
を
差
引S

把
殘
額
郎
ち
純
收
雜
の
中
か
ら
、
更
に
分 

配
の
他
の
1
1
,
1
項
目
女
る
剃
子
0
勞
龈
及
び
相
當
の
利
潤 

を
差
引
s
tc

殘
額
で
あ
る
。
思
ふ
に
他
人
の
榮
働
及
び 

資
本
を
使
用
し
允
る
場
合
に
其
の
報
酬
於
豫
め
契
約
を 

以
<
定
め
ら
れ
生
產
の
成
敗
如
何
に
關
せ
岁
支
挪
は
れ 

3'
-
-る
べ
か
ら
3'
'

る
必
要
费
用
に
/1

す

る

こ

と

は

云

^
迄 

S

なS

财
、
自
己
の
勞
働
及
び
資
本
を
使
用
し
^
る
場 

合
に
は
之
を
他
人
に
贷
與
す
名
こ
と
に
ょ
つ
て
得
べ
き 

報
酬
は
犠
独
に
供
せ
ら
れ
て
届
る
が
故.に〜

.此
の
場
合 

に
？
此
の
犧
姓
だ
け
は
是
非
と̂p

價
ひ
得
ら
れ
な
く
て 

は
な
ら
ぬ
か
ら
关
張6
必
*

1

に
塌
す
る
0

E

に
利
潤 

に
至
つ
:<
?

其
の
通
み
で
、
農
業
以
外
に
多
數
の
生
產 

業
の
存
在
す
る
場
合
に
は
、
農
業
に
從
事
す
る
は
他
の 

諸
業
に
於
て
@
ら

る

ベ

き

利
11
1

を

懂
«

に
供
す
る
所
以 

に
外
.な
ら
なS

の
で
あ
る
か
ら
、
農
業
に
於
て
名
相
當

の
利
潤
が
得
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
然
ら
ず
ん
ば
他 

業
に
轉
匕
て
了
か
。
敌
贮
農
業
於
愚
纘
的
に
行
は
作
ひ 

於
^

:

§

に

は

勞

？

利

子

及

‘
び

相

當

石

利

潤

の

 

一
二
者
は 

必
す
代
價
に
ょ
つ
て
償
は
れ
な
く
て
は
な
ち
な
s

o

で 

あ
つ
て
，
ヽ

是

等

は

f

&

構
成
す
る
。
而
し
て
資
本
元 

本
の
囘
收
を▲
要
す
芯
己
と
は
勿
論
で.
あ
る
於
ら
、
是
等 

凡
て
を
併
せ̂

る
费
用
總
.

額
を
ば
代
價
中
ょ6

差
引S

 

杧

殘

額

は

、

土
，地

に

對

す

る

報

酬

と

し

<
當
然
其
の
儘 

地
主
の
手
に
收
；
§

沒
れ
るo

こ
れ
6P

ち
自
然
地
代
で
あ 

る
。
旣
に
自
然
地
代
は
费
用
を
差
引
い
允
殘
額
な
る
か 

故
に
、
此
の_

然
地
.

代

：

S

發
生
し
な
く
<
名
耕
作
者
は 

其
れ
が
爲
に
損
失
を
受
け
る
と
、

S

ふ
こ
と
は
なS

、

自 

然

地

代

は
#
作
に
對
す
ゐ
分
け
前に
あ

ら

卞
し
<
土
地 

の
所
有
權
に#

す
る
分
け
前
で
あ
る
。.敌
に
之
は
±

»

 

.

が
他
人
.

の
所
有
に
屬
す
る
場
合
に
、
借
地
料
と
し
て
、 

自
ら
損
失
を
.受
く
る
乙
と
な
く
し
て
借
地
人
か
ら
地
主 

に
支
拂
ひ
#

る

分
量
で
あ
る

i
云

ふ

c

i

/P
出

來

る

。

a

f

に

契

約

地

代

ば

土

地

貸

與

の

報

酬

と

し

V

契

約U

ノ r 、:?:ニヤコ̂ 巧臂激赞，隱象: 

リ̂
— 1 . - : . .  ■ .. . . : ノ... r]龄ヤ' 、 ' : : ' .■ 、..

よ
つ
て
支
娜
夯
乙
と
を
定
め
る
？
の
で
あ
る
-;7
>

ん
.-、
.
其 

の
分
量
tt

契
約
の
內
容
に
よ
つ
て
各
場
合
そ
れ
-
^
異 

な
る
の
で
あ
る
狀
、
そ
れ
に
し
て
名
大
體
の
と
こ
ろ
は 

槪
言
す
る
‘

己
1

C

が
出
來
る
。
而
しV

を
れ
tt
^

ft

の
行
..
一
 

は
る
S

當
脖
の
形
#

の
如
何
に
よ
つV

三
様U

分
れ
る 

t

れ
郎
ち
次
に
第
二
の
區
別
し
て
擧
ぐ
る
所
の
名
の 

で
あ
る
。
 

V
 

:

 

(

第
二)

競
爭
地
代
と
獨
占
地
代
と
憤
習
地
代 

競
爭
地
代
之
れ
は
多
數
の
地
主
と
多
數
の
偕
地
人
と 

あ
る
場
合
に
、
相
互
に
競
爭
せ
る
地
主
側
と
、
相
瓦
に 

競
爭
.

せ
る
借
地
人
側
と
の
間
に
定4

る
所
の
地
代
仑&
 

つ
て
、
其
の
分
量
は
前
に
述
べ
女
自
然
地
代
に
一
致
す
一 

る
？
薇
し
、
地
代
が
自
然
地
代
以
下
に
契
約
世
ら
る
、

限
6
は
其
の
差
額
だ
け
は
借
地
人
の
利
益
に©
し

地

主j 

の
拫
失
に
歸
す
る
に.反
し
、
地
代
が
©

然

地

代

以

上

にI 

契
約
せ
.ら
る
、
限
6

は
其
の
差
額
だ
け
は
地
主
の
刹
益 

と
な
な
借
地
人
の
撗
失
と
な
る
於
故1C
、
修
地
人
侧
名 

地

主

側

，
^
共

に

此

の

差

益

を

大

な

ら

し

め

‘上

ぅ

、

換

言
 

五
八1VS 

雑

錄

,'

す
作
ば
自
然
地
代
と
樊
約
地
代
と
の
開
き
を
大
な
ら
し 

め
よ
ぅ
と
は
望
ん
で
居
る
舣
、
，地
主
相
$

間
に
名
偕
地 

人
相
互
間
に
S

競
爭
^

ぁ
る
於
爲
め
に
、
各
地
主
及a

 

各
偕
地
人
は
假
令
自
己
の
.受
る
差
益
を
少
な
か
ら
し
め 

<

?

6

^

先
づ
此
の
差
益
を#

よ
ぅ
と
し
て
、
此
の
差 

益
於
零
に
な
る
ま
仑
卽
ち
自
然
地
代
と
契
約
地
代
と
财
.

1

致
ユ
タ
る̂

^

/;
>

ら
<'
,
あ

る 

獨
占
地
代
、
之
は
地
主
侧
於
偕
地
人
侧
於
何
れ
か
一
方 

(

通
例
地
主
側)

の
：
當

事

者

%
1.:

人
な
る
場
合
叉
は
少
人 

數
に
し
て
#

名
療
協
の
結
果
其
間
に
競
爭
な
き

&

の
場 

合
に
定
ま
る
所
の
契
：

S
S

代
.

で
あ
：つ 
<
、
此
の
場
合
に 

は
偕
地
人
侧
1C

は
競
爭
あ
6

m

て
地
代
_

6

上
げ
.の
原 

因

を

な

す

に

反

し

、
；
地

主

側

に

.は

撖

代

引

下

の

原

因

は 

存
花
し
て
届
な
い
か
ら
、
地
主
側
は
契
約
締
結
に
當
つ 

<

は
强
者
の
地
位
に
立
つ
て
居.る
。
故
に
借
地
人
に
し 

<

利
潤
の
減
少
に
堪へ
、

31
は
㈣

■

罾
㈱

に
^

ん
す
る
 

限
6

.

は
、
獨
占
地
代
は
自
然
地
代
以
上.の
分
量
.

に
f

 

る
の
.

で

あ
^：
。
 

.



• 

I

自
然
地
代
.
：
'

'

地

代

：：，

：
'.(

擊
 
S

ニ
契
約
*
代

»
占
地
代 

i

惯
■
地
代

惯

潜

她

代' 

之

は

地

代

を

契

約

す

，
る

U

當
'

つ
て
地
主
0 

借
地
人
雙
方
の
間U

毫
名
競
爭
行
,t
t

れ
岁
、
當
#
の
代 

«

の

如

何

を

.名

顧

み

ず

し

V

、
f

從
來
の
慣
習
に
從 

つV

分
量
を
定
め
る
所
の
契
約
地
代
で
あ
る
。

」

故
に
競 

爭
地
代
及
び
獨
占
地
代
と
は
異
な
つ
て
、
如
何
に
自
然 

地
代
於
壻
加
す
る
名
之
に
追
隨
せ
ず
、
叉
契
約
の
相
手 

方
於
代
つ
てS

同

一

の
土
地U

就
v

tt

常
に
同
一
分
量 

で
推
し
通
す
とS

ふ
有
様
で
あ
る
。
此
の
種
の
地
代
は 

憤
習
の
基
礎
と
な
る
ベ
き
最
韌
の
契
約
の
締
結
さ
る
、

' 

U

當
つ
て
は
其
當
.滕
の
自
然
她
代
を
標
準
と
し
杧
と

S

 

夯
場
合
？
あ
る
か
名
知
れ
ぬ
财
ハ
或
は
之
ょ6
以
上
に 

叉
は
以
下
に
定
め
ら
れ̂

とS

ふ
tと

？；

^
あ
6
得

る

0 

何
れ
に
し
て
も
一 

度
定
ま
つ
杧
以
上
は
其
の
分
量
は
餘 

6

變
1;

せ
ら
れ
る
と
3

ふ
^

と
は
な
い
0 

以
上
述
べ
把
各
種の
地
代
の
關
係
を
表
示
す
れ
ば
次の 

如
^

^

る̂

。

«

て
本
題
に
歸
っV

 

S

へ
ば

、

令
や
吾
人
は
*
代
の
變 

動
炉
代
價
に
如
何
な
る
影
響
を
與
ふ
る
や
を
#
究
せ
ん 

と

し

て

居

；る

の

於
^

る
か
ら
、
地
代
於
代
價
の
變
動i
 

關
係
な
く
し
て
自
變
し
得
る
場
合
の
み
に
就

y
.

立
論
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
そ
乙
そ
斯
る
場
合
を
考
へ

v

見 

る
に
。
第
一
に
自
然
地
代
は
前
述
の
如
く
代
價
と
費
用 

と
の
差
で
ぁ
る
於
ら.1

1
)

费
用
に
變
動
な
く
しV

代
價 

に
變
_

ぁ
6

し

場

合

に

名

(

，ニ
 

)

代
價U

變
動
な

く

し

.て 

\ 

.

费
用
に
變
動
ぁ6

し
場
合
に
名
共
に
地
代
の
變
動
を
來 

す
の
で
ぁ
る
於
、(

I
)

は
地
代
自
變
の
場
合
でな
く

從 

つV

此
の
際
考
慮
の
中
へ
入
ら
な

S

、
吾
人
の
考
慮
の 

^

に
入
る
の
は
地
代
自
變
の
揚
合
允.る
.(

ニ〕

の
場
合
の

、
ノ
'
、
.
，
•
 

'••
s
-;
.
s
i.J
v
/*
:
v
.
c
i
,
/
:

-;
-
r
w
£
:
v
:
/
.
l

み
"

次
に
契
約
地
代
の
中
で
⑴
競
爭
地
代
は
商
然
地
代 

に一

致
す
る
/7
>

ら
、
1'

用
の
.

變
動U

基
づ
く
自
然
地
代 

の
變
動
な
き
限6

は
變
動
を
來
すi

と
は
な
く
⑶
慣
習 

地
代
は
容
易
に
變
動
を
來
す
名
の
仑
は
な
い
⑶
唯
最
ぢ 

容
易U

變
動
し
得
る
$
の
は
僅
か
に
獨
占
地
代
の
一
あ 

る
の
み
で
へ
こ
れ
又
地
代
自
變
の
場
合
の
一
に
屬
す
る
。 

故
に
以
下
本
論
に
於
て
取
极
は
る
べ
き
場
合
は
、
费
用 

變
動
の
結
果̂

る
自
然
地
代
の
變
動
と
、
人
爲
に
基
づ 

く
獨
占
地
代
の
變
動
と
の

1

1

莕
あ
る
の
み
。
山
崎
隗
士 

の

論

せ

ら

る

、
所

t

t

前
翁U

及
ぼ̂

岁
し
て
後
者
の
み 

に
限
ら
れ
て
屈
る
於
、
予
は
此
の
爾
者
を
併
せ
て
考
へ 

<

見
^

s

o

,

第

一：、
契
約
地
代
ハ*
占
地
代
}
變
動
の
場
侖 

(
一
)

契

約

地

代

引

上

の

場

<
ロ 

契
約
地
代
钔
上
の
@
IE
を
ば
自
然
地
代
と
關
聯
せ
し
め 

，て
考
へ
る
と
き
ば 

⑴
契
約
地
代
を
引
上
ぐ
るS
猶
自
然
地
代
以
下
に
あ 

.る
場

合
'
 

ン 

.

.

V
.
.
.
.
.
.

ぐ
'•.
-■

■
■
.
.
.

愚

ン
：
マ
::
:I

.

(2
)
契
約
地
代
を
ぱ
0
然
地
代
の
程
度
ま
で
引
上
ぐ
冬■'

場
合

§
契
約
她
代
を
ば
自
然
地
代
以
上
に
引
上
ぐ
る
場
合

 

. 

一
の
三
づ
を
考

.へ
ふ

t
iが
出
來
る
。
然
し
她
主
侧
に
競 

爭
あ
る
場
合
で
す
ら
契
約
地
代
は
自
然
地
代
に

一
致
す 

\

る

の

，
で

あ
'る
>̂
ら
、.地
.主:'
#

.に

.競
爭
«
§:
獨
6
地
代
の 

一
場
合
に
於
て
は
前
者
は
到
底
後
者
ょ
6
以
下
に
は
在6 

* 

得
なS

、
，

從V

契

約

地

代

を

引

上

ぐ

る

名

猶

自

然

地

代
.
.
.
‘

|

以
下
に
'

业
ま
る
とS

ふ
⑴
の
場
合
は
勿
論
、w

±
の
結 

果
と
しV

雨
者
於
同
等
に
な
る
とS

ふ
⑶
の
場
合
名
起 

ら
ぬ
。
獨
占
地
代
の
引
上«

必
^
や
(3
)
の
場
合
と
な
ら 

S'
'

る
を
#
な 
s

°

今
値
6

に
從
來
丁
度
自
然
地
代
と
同

一

程
度
に
あ
6

し

'

■

契
約
地
代
似
そ
れ
以
上
に
引
上
げ
ら
れ
允
名
の
と
す
る 

\

と
き
は
、'
:
.從
來
の
契
約
に
ょ
つ<
费
用
を
償
ひ
得
^
る 

(

以
外
に
：何
等
の
過_

利
得
を
受
る
乙
と
％
な
く
叉
別
に 

損
ず
.る
乙
と
名
な
か
つ̂

借
地
人
は
、
新
に
地
代0

增 

加
し
^

る
、

&

爲
め
に
费
用
の
全
部
を
愤
ひ
得
な
いや
ぅ



s

に̂

^

、*
.

卽
ち
.

利
子
や
勞
觀
は
減
少
し
な

s

と
し
て
3

 

利
调
tt

以

前

ょ

，り
？

滅

少

し

#

通

以

下

に

低

下

す

る

0 

其

，の.結
果
如
何
。
數
多
借
地
人
の
中u
f

t

從
來
自
然
地 

代
爻
同̂

程

傻

の

地

代

を

支

狒

つ

.
て

相

等

の

利

撋

を

得 

<

居
杧
こ
i

を
非
常
に
有
難
い
こ
と
に
思
つ
て
届6

從 

つ
て
地
代
增
加
ょ6

生
す
る
利
潤
の
減
少
叉
は
皆
無
に.
 

堪
へ
得
る
者
3

あ

る
如
知
れ
ぬ
於
、fi
f
e方
に
は
之
に 

M

へ
得
梦
し
て
他
に
轉
業
す>
0
/P

又
は
少
く
と̂

p

生
產 

を
收
縮
す
石
者
が
あ
る
。
叉
從
來
の
地
代

S

旣
に
自
然 

地
代
以
上
で
あ
つ|<
:

名
の
を
81

ら
に
引
上
げ
杧
と
す
る 

L

C

き
は
、
從
來
旣
に
刺®

®

*
に
甚
んV

屈
つ
^
借
地 

人
欧
斑
に
其
の
苦
痛
を
增
し
、
後

鷥

ず

茗

叉

は

少

く

と

名
生
產
を
收
縮
す
る
。
故̂

何
れ
に
し
て
％
生 

產
物
の
供
給
は
減
少
し
、
需
耍
に
し
て
馘
退
せ
次
る
限 

6
#;
代
價
は
騰
貴
ず
る
o
卽
ち
地
代
の
引
上
は
此
の
揚 

合
代
價
騰
貴
の
原
K

と
な
つ
女
の
で
あ
る0

‘

(

ニ)

契
約
她
代
引
下
の
場
合.

此
の
g
A
uに
名
^

^
地
代
§[
下
の
程
«

を
自
然
»
«
と

關
聯
せ
ん
め
て
考
へ
る
七
き
は
、
前i
fn
l

b
く

£

契
約
地
代
を
引
下
ぐ
：る
名
猶
自
然
地
代
以
上
に
止 

ま

る

場

合
，

..

(2
契
約
览
代
を
自
然
地
代
の
程
度
ま
や
引
下
ぐ
る
場

(:
3

契
約
地
代
を
自
然̂

代
以
下
(C

引
下
ぐ
る
場
合 

の
三
つ
'
が
あ
る
、
獨
占
地
代
は
自
然
地
代
以
上
に
契
約 

せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
：る
於
ら
、
若
し
引
下
を
行
ふ
と 

す
れ
ば
"

其

の

引

下

の

，
程

度

如

#

に
ょ
つ
<
屉
等
の
三 

つ
の
場
合
於
起
ら
得
る
の
で
あ
る
。

 

.

.
 

旣
に
偕
地
人
は
自
然
地
找
以:±
の
K

約

®

代

を

支

拂

つ 

て
來
杧
ぢ
0

七
す
^

|

»

ャ
彼
等
は
從
來
此
の
差
額 

だ

け

妹

利

撕

減

少

の

厄

^

會

つ

そ

來

杧

の

に

外

な

ら

な 

S
の
^

あ

る&

ら

、-
今
»

代

を.
少

し

で

名

輕

，減

し

て

實
 

■

へ
ば
そ
れ
だ
け
苦
痛
は
輕
減
せ
ら
れ
る
譯
で
あ
る
。
故 

に
其
Q

0

M

の
程
度
の.
少
き
'

£

の

場

合

で

ヰ

®

且

多

少 

苦
痛
«

減
#

ら
れ
、•多
少
生
產
擴
張
の
刺
戟
を
受
け
る
。 

其

の

引

下

の

：費

の

少

な

s

場

合̂

は

此

の

刺

戦

於

.
極

丨

!

!
!

!
i

めV

少
なS

乙
と
は
奴
論̂

あ
る
^

、
そ
れ
で
？
其
の 

少
3

程
度
に
於
弋
生
產
の
獷
張
、
供
給
の
@
加
匕
資
す
り 

る
。
乾
し
⑶
の
場
合
の
如
く
契
約
地
代
を
ば
自
然
她
代
，

の
程
度
ま
や
下
引
げ
か
と
き
は
、
刹
潤
は
玆
に
始
め
て

j 

普

通

の

醫U

歸
ぅ
、
從
來
偕
地
人
の
威b

來
6

し

苦

|

 

'

痛
や
掼
失
は
全•
然
除
去
せ
ら
れ
る
、
と
に
な
る
の
で
あ

j 

る
於
、
之
は
軍
に
損
失
な
き
常
態t

歸
つ
允
とS

 

$

 

| 

み
に
北
隹
ら
な
い
で
ヽ
同
塒
に
利
潤
の
絕
對
額
は
爲
め

j 

に
®

加
を
來
し
<•

届
る
の
で
あ
る
か
ら
、
借
地
人
は
生_
 j  

產
擴
張
の
刺
戦
を
受
け
、
從
來
他
業
に
於
て
少
き
利
潤

I 

に
呰
し
ん
で
居
杧
者
名
新
に
農
業
界
に
入
つ
て
來
て
玆

I 

1C

供
織
の
®

紙
と
な
る
。:£
に
«

ん
で
她
代
を
自
然
地I 

代

以

下

に

引

下
&

る
と
き
》
、
其
の
結
巢
借
地
人
の
利

| 

_
は
# .
®

-

以
上
の
程
|

に

達

す

る

ら

、
此

の

利

潤

增j 

加
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
從
來
の
偕
地
人
は
益
.̂

生

産

を

擴I

 

張
し
、
新
に
斯
業U

轉
岁
る
者
？
僧
加
し
て
、
玆
に
供 

給
の
®

加
と
な
る
。
若
し
そ
れ
地
代
引
下
の«.
點
允
る 

免
除
，の
揚
合1C
於
て
»

、

#

»

人
は
土
地
を̂

有
せ
岁

轧
A
也 

_ 

•淡

し

て

地

主

と

同

^
利

益

を

受

け

る

の

で

あ

る

か

ら

、

生 

.
產H

益

々

猶

張

せ

ら

れ

次

る

を

得

なS
。
'

斯

の

如

く

地 

_代

0-
..引

下

は

其の
程

度

の

如

#

に

狗

ら

步

常

に

生

產

の 

鑛

張〜

紙

供

の

增

脚

の

原

因

^
な

ら

、

從

つ

て

需

耍

に 

し

弋

減

歡

せ

次

.る
限

k
tt
代

價

を

低

落

せ

し

む

る

の

原 

因

と

な

る

の

で

あ

る

。

尤
も
フ
ラ
ッ
グ
ス
は之
と

反
#
の

意

見

を

‘持

し

て

次

の 

如

く

云

つ

て

届

る

。

『

普

通

，の

方

式

に

從

つ

て

®

借

せ

ら 

れ
杧
る
鉚
地
の
場
合
に
於

V
、

地
主&

地
代
を
免
除
し 

■C
A

'

そ
れ
は
#
作
の
周
約
のM
IC
は
影
#
し

な

い

、 

從つて穀物の供給に名な

S
。

今
假
6

に
偕 

地
人
财
賢
本
を
充
分
に
所
有
し
て届
ら

な

い

豸

の

と

す
 

る
と
き
は
、
地
代
免
除0

1̂
^

と

し

<

偕

地

人

の

，
手

中
 

y

歸
す
る
過
剩
利
得
は*,
作
方
法
の
改
良
に
役
せ
ら
れ 

穀
物
の
供
給
に
名
影
響
す
各
で
あ
ら
ぅ
。
け
れ
ど
名
地 

代
に
'關
す
る
義
論
は
、
農
夫
は
其
の
土
地
を
有
利
に
利 

用
す
る
に
足
る
だ
け
の
資
本
を
有
す
る
/ r

叉

は

借

入

れ 

得
る
と
ぃ
ふ
假
定
の
上
に
立
つ<
居
る
の
で
あ
る
。
斯

5



る
場
合
に
は
地
代
の
兔
除
は
唯
々
所
有
^

^

得

®

機

會 

を
與
ふ
る
の
み
、
決
し<

耕
作
を
周
約
的
な
ら̂'
0

^

.

こ

と
i 
な

い ‘II 

i 

(
F
l
u
x
-
E
c
o
n
o
m
i
c

 

P
rinciples, p.

1
0
9
0
。

然
し
な
が
ら
地
主
於
地
代
を
免
除
しt

場

合

に\ 

は
、
借
地
人
は
所
有
權
な
く
し

V
而
名
所
有
權
に
附
隨
一 

す
る
科
得
を
旣
に
收
め<

居
る
の
で
あ
つ
て
、
所
有
權 

の
有
無
は
利
得
の
大
小
に
蚊
影
響
し
な
ぃ
'

^

れ
故
に
、 

地
代
の
免
除
於
唯
一
箇
年
の
み
に
限
ら
れ

V

居
6

而
^p

 

j 

爲
に
受
く
る
過_

利
得
於
以
<

所
有
權
を
濺
得
す
る
に
，
 

足
る
と
す
れ
ば
或
は
之
を
所
有
權
の
獲
得
に
向
け
る
於 

名
知
れ
なS

け
れ
ど
名
、
她
代
が
永*

的
f

c

免
除
せ
ら 

る
、
®

合

に

於

て

は

好

ん

で

有

無

相

關

せ

^
る
所 

布
權
を
獲
#

せ
む
と
す
る
者
が
あ
ら
ぅ
や
。
她
代
の
減 

少
や
兔
除
は
生
產
鑛
張
の
原'0
と
な
る
の
で
あ
る
、
而
一 

て
代
價
を
低
落
せ
し
む
る
の
原
因
と
な
ゐ
0

で
あ
る
。 

以
上̂

ベ̂

る
所
に
よ
つ<

見
る
と
き
.

は
、
地
代
の
引 

上
は
代
價
騰
貴
の
原
因
と
な6

、'
其
の
引
下
は
代
價
不.
.

落
ひ
原
因
と
な
る
。
勿
論
、
極
め

V

短
期
間
に
就V

見
、

. 

規
在
)̂

代
價
と
地
代
と
の
關
係
を
考^

る
限
6

は
、
.
地 

代
の
.引

上

名

引

下

名

共

に

代

價

に

影

響

し

な

い

け

れ

ど 

名
、
長
期
間
に
就V.

見
、

' 

嘯
來
の
代
價
i

地

代

と

の

.關 

係
を
考
.
ふ
る
限
ぅ
は
、
地
代
め
增
減
は
代
價
の
騰
落
の 

茛
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
予tt
前
揭
山
崎
博
士
の
所
說 

の
中
で
、.
引
上
に
關
す
る
部
分
に
就<

は
承
服
す
る«
 

れ
ど
％
、
免
除U

關
す
る
部
分
に
就V

は
未
だ
承
服
し 

難
い
o 

.
第
二
、
自
然
*

代

變

動

©
場

合 

也
代
自
氣
の
彻
の
場̂

、
卽
も
®

用
變
動
の
結
®

と 

5

て
自
然
地
代
の
變
動
しIt
.

る
場
合
に
は
、
代
價
に
如 

■

何
な
る
影
響
を
與
夯
る
や
。
思
ふ
に
契
約
地
代
の
場
合 

r.

於
<

は

地

代

の»

加
は
借
她
人
卽
ち
餅
作
者.の
㈣

#

 

の
.

減
少
と
な
-

^

、
前
者
の
.

減

少

は

後

者

の

®

加

と

な

る 

に

反

し

て
 

>

.

自
然
地
代
の
場
合
，

u

於
，

y

は
地
代
の
增
加 

は
餅
作
#:

の
_

得
0

爝

加

ど

な

^

、
前

者

の

減

少

は

同

か - 〒-湖

滕
1C

後
者
の
減
少
と
な
るo

換
言
す
れ
ば
«
作
者
の
利 

得
の
®

馘
は
、
契
約
地
代
の
場
合
に
は
地
代
の
增
減
に 

反
比
例
し
、
©
然
地
代
の
場
合
に
は
之
に
疋
比
例
ず
る 

锨
し
て
生
產
の
獷
賬
芡
は
收
縮
に
對
す
る
の
刺
戟
と
な 

る
名
の
は
卽
ち
翁
作
者
の
利
得
か
增
減
に
外
な
&
な
い 

の
で
ぁ
る
が
、
地
代
變
動
の
此
の
.利
得
に
及
ぼ
す
影
響 

は
契
約
»
代
の
場
合
と
自
然
地
代
の
場
合
と;£
に
^

1

 ̂

す

る

、
從

つ

て

其

の

代

價

に

及

ぼ

す

影

響

名

亦

®'
者

相 

反

す

る.。
予
は
本
項
の
結
論
は
前
述
第

一

項
0

場
合
.の
，
 

結
諭
と
疋
反
對
に
な
る
と

S

ふ
乙
と
を
指
摘
ず
る
に
止 

めV

敢
ズ
多
く
を
赞
せ
捣
。

喪
之

.、
，契
約
地
代
の
.引
上
.は
代
價
を
騰
貴
せし

め

、

.

其 

の
引
下
は
之
を
下
落
せ
し0
る
に
反
し
て
、

.自

然

地
代 

の
-壻
加
»
代
惯
を
下
落
せ
し
；§、
其
の
铖
少
«
之
を
/1

貴
せ
し
め
る
。
然
し
、§1
約
地
代
の
引
1;
と

自
-̂

.
代 

の
增
加
と
は
共
に
耕
作#
0-
‘

利
得
の
增
加
を
意
味
し' 

前

者

の

：引

上

と

後

者

の

tt
*-
fe

«
の
減
少
を
意 

:

味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
'-

此
の
點
か
ら
云
へ
ば
、
契
約 

地
代
の̂
|

<

ロ̂

就
て
2

自
然
地
代
の
場
合
に
就
て
？；

P
、 

耕
'#

者
の
刺
#

の
增
加
す
ゐ
欉
：に
»
代
於
變
動
し
杧
場 

\

合
に
は
代
價
は
下
落
し
、
.

雜
作
者
の
利
得&

減
少
す
る 

襻
に
.

地
代
胗
_

動
し
把
場
合
に
紱
代
價
は
騰
貴
す
る
、

と
云
ふ
t

i

财
出
漱
る
P

何
れ
，
に

し

て

名

她

代

の

變

動 

.

K

其
方
向
の
如
何
を
問
は
步
代
價f
c

影
響
す
る
ぢ
の
で

I
:

 

r

地
-.
«

と

穀

價

と

の

間

に

は

「

榖

價

對

地

代

」

と

い

，ふ

關

係
. 

と「

地

代»

穀

價」

と
5

ふ
關
係
と
の
ニ
つ
似
ぁ
る
、
卽

,

も

靈
0

.

她
代
庐
及̂
:

免

影

證

何
4

.

い
4

問
題
と
地
'



s
i>
l
 

f J: 
t

代

の

醫
'

に
及
ぽ
す
|

1

^

何

と

い

办

间

題

と

の

ニ

つ 

於
あ
る
。
第 
一
0

問
題
は
地
代
は
穀
價
騰
貴
の
結
果
と 

し
て
.

生
卞
、
そ
は
決
し<

醫

を
®

於
す
の
原
因
^
ら 

梦
、
否
、
原
因̂
6

得
^

と
S

ふ

リ

ヵ

f
ド

ー

の
地
代 

諭
财
茈
し
く®

明
し
て
届
る
。
第
二
の
_
®
に
就
て
は 

予
は
地̂

の
鐵
勁
«

§

の
變
動
を
來
す
名
の
と
信
じ 

て
届
る
。.
斯
く
云
へ
ば
爾
澈
相
矛
廇
し
て
居
る
や
ぅ
に 

見
え̂

^

、
：m

一
：
の

間

題

と

第

二

の

，
間

題

と

は

全

然

另 

固
の
問
題
で
あ
つV

、

從
つ
て1

方
の
結
論
に
反
す
る 

結
論
を
同
碑
に
併
ぺ*

と
て
其
は̂

し

<
前
者
を
村
壊 

す

所

以

で

は

な

S
、

却
つ
て
地
代
と
穀
價
と
の
間
に
存 

す
る
關
係
の
全
部
を
關
明
す
る
所
以
に
外
な
ら
な
S

 

で
あ
る
0.(

究
、
三
、
五
、
八)

,
*
I
H
B
^
g
y
s
^
^
^

-5
:

^

l̂:
;
-
.
-
l

」

^

.r
^

-̂
c5
}l
^(

^

^

3J=
^

^
^
^
^ ̂

-*
r

v
_l「

:-
^
>
-
:g
~c

名
j
$
-
«
=
w
g
g

，
金

融

會

社
.

の
.

先
騵
及
其
類
例

(

三
、完)

.

船

.尾

榮

太

郧
 

第

四

章

'
英

園

の

融

通

會

社

英
國
の
罾
^
を

く̂

に
當
ぅ

晋

人

は

先

づ

此

の
國
に
於 

て
融
通
會
社
と
呼
ば
る
、$

0-
、
本
質
と
併
せ
て
其
の 

獨
逸
の
金
融
#
社
と
の
間
.に
如
何
な
る
關
係
あ
るか
.を 

明
か
に
せ
ん
と
欲
す
。
英
國
に
於V

銀
行
と
呼
ば
る
、 

1
5
P

の
、
何
物
な
る̂
に
就
て
»
、旣
に
ヤ
ー
フ
エ0『

英 

國
鈸
行
制
度』

と
稱
す
る
阜
拔
な
る
近
著
あ
る
を
以

V

 

敢
て
脊
人
の
敝
々
を
戥
せ
次
る
と
乙
ろ
な
れ
ど
、
金
融 

會
社
の
事
に
關
しV

は
書
中
踏
ん
ど
片
言
隻
旬
の
こ
れ.
 

に
論
及
し̂

る
と
乙
ろ
な
く
、义
同
跃
が
现
に
計
寵
中.. 

に
あ
、
と
傳
へ
ら.
る

、
此

の

方

向

に

就

て

の

研

究

？

未 

だ
其
の
發
表
の
期
を
明
か
に
せ
ず
。
此
の
他
ァ
ド
ル
フ
、 

グ

H

1

\

丨
の
著
_

『

預
金
®

行
と
投
极
銀
行J

な
れ
ど 

名
亦
其
所
輸
融
通
會
社
に
觸
る> 
乙
と
極
めy

少
し
。

敌
に
.

晋
人
は
愛
に
論
述
の§

を
融
通
龠
社
が
金
融#
 

社
の
槪
念
.

と一

敷

し

其

の

：證
i

位
‘

の

上

に

，立

つ

處

に 

北

む

る

考

へ

に

し

て

、
.
差

c

f

、
以

下

に

述

ぶ

る
.■
般 

的

總M
U

ょ
6

<
單
に
兩
蕞
の
明
確
な
る
區
別
を
試
み 

ん
乙
と
を̂
^

^

s

べ
し
。

英
國
に
於
け
る
融
通
會
社
の
名
稱tt
獨
逸
に
於
て
沄
ふ 

金
.

】

®
會
社 
r
H
~
^
^
p
E

lc
^

^

^

r)f
J
-Dl

ら
る
。
^
5
ち̂〗

兴
1« 

の
名
■
奴
1

に
爾
合

金
融
會
社
を
合
む
は
云か
迄
名 

無
く
页
に
他
の
企
業
形
：機
を
名
合
有
す
。
英
國
及
び
米 

國
に
於
け
る
幾
多
の
融
通
會
社tt
若
し
銀
行
の
名
を
避 

け
て
他
の
名
稀
を
以
て
名
づ
く
れ
ば
卽
ち
信
用
機
關 

と
«

す
べ
き
？
の
な
ぅ
。
獨
逸
に
於
げ
る
銀
行
な
る
文 

字
の
普
通
の
用
法
に
從
へ
ば
英
國
融
通#

社
0

如
き
》 

疑
ぢ
な
く
銀
行
と
名
づ
け#

ベ
ぎ
4

0
な
れ
ば
#2

通
に 

云
ふ
.金
融
會
社
の
意
義
を
鱗
張
し
て
此
の
內r.
英
il

融 

*

會
社
を
名
含
4

し
め
ん
と
す
る
は
薇
し®

れ
.な
き

t

 

t

o

^

A

y

o

英
國
融
通
會
社
a

各
般
の
.業
務
を
經
營
r

る 

齦
行
叉
は
信
用
機
關
に
し
て
其
の
主
要
な
る
業
務
は
誑


